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療
報
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今
報
酬
改
定
の
施
行
日
は
６
月
１
日
に

　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
①
現
下
の
雇
用
情
勢
も
踏
ま
え
た
人
材
確
保
・

働
き
方
改
革
等
の
推
進
、
②
ポ
ス
ト
２
０
２
５
を
見

据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
や

医
療
Ｄ
Ｘ
を
含
め
た
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
、
連

携
の
推
進
、
③
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
推

進
、
④
効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
医
療
保
険
制
度

の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
向
上
、
の
４
つ
の
基
本

方
針
の
も
と
、
改
定
率
は
全
体
で
△
０
・
12
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

内
訳
を
み
る
と
、本
体
部
分
＋
０
・
88
％
（
医
科
＋

0
・
52
％
、
歯
科
＋
0
・
57
％
、
調
剤
＋
0
・
16
％
）、

薬
価
等
△
１
・
00
％
（
薬
価
△
0
・
97
％
、
材
料
費

△
0
・
02
％
）と
な
っ
て
い
る
。本
体
部
分
に
は
、（
a
）

40
歳
未
満
の
勤
務
医
師
・
事
務
職
員
等
の
賃
上
げ
分

（
＋
0
・
28
％
程
度
）、（
ｂ
）
看
護
職
員
、
病
院
薬

剤
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
職
種
の
賃
上
げ
分
（
＋

0
・
61
％
）、（
ｃ
）
入
院
時
の
食
費
基
準
額
の
引
き

上
げ
（
１
食
あ
た
り
30
円
）
の
対
応
（
う
ち
、
患
者

負
担
に
つ
い
て
は
原
則
、
1
食
あ
た
り
30
円
。
低
所

得
者
に
つ
い
て
は
、所
得
区
分
に
応
じ
て
10
～
20
円
）

（
＋
0
・
06
％
）、（
ｄ
）
生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し

た
管
理
料
、
処
方
箋
料
等
の
再
編
等
の
効
率
化
・
適

正
化
分
（
△
0
・
25
％
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

今
報
酬
改
定
は
、
医
療
機
関
や
ベ
ン
ダ
ー
の
事
務

負
担
軽
減
の
た
め
、施
行
日
が
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
６
月
１
日
と
従
来
よ
り
２
カ
月
後
ろ
倒
し
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、薬
価
に
つ
い
て
は
4
月
1
日
施
行
、

材
料
費
は
6
月
1
日
施
行
で
あ
る
。

　2024（令和 6）年度は、診療報酬、介護報酬、障
害福祉サービス等の報酬改定が行われます。各制度の
改定のポイントと、事業者の対応について解説します。

　

主
な
改
定
項
目
は
次
の
通
り
。

【
外
来
】

●
初
診
料
・
再
診
料
、
外
来
診
療
料
の
引
き
上
げ

　

外
来
診
療
に
お
け
る
標
準
的
な
感
染
防
止
対
策
を

日
常
的
に
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
職

員
の
賃
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
等
の
観
点
か
ら
、
初

診
料
を
２
８
８
点
か
ら
２
９
１
点
と
３
点
、
再
診
料

を
73
点
か
ら
75
点
と
２
点
、
外
来
診
療
料
を
74
点
か

ら
76
点
と
２
点
引
き
上
げ
。

●
生
活
習
慣
病
管
理
料
の
見
直
し

　

生
活
習
慣
病
管
理
料
の
名
称
を
「
生
活
習
慣
病
管

理
料
（
Ⅰ
）」
に
改
め
た
う
え
で
、
要
件
を
見
直
す
。

点
数
（
月
１
回
）
は
、
脂
質
異
常
症
を
主
病
と
す
る

場
合
を
５
７
０
点
か
ら
６
１
０
点
に
、
高
血
圧
症
を

主
病
と
す
る
場
合
を
６
２
０
点
か
ら
６
６
０
点
に
、

糖
尿
病
を
主
病
と
す
る
場
合
を
７
２
０
点
か
ら

７
６
０
点
に
引
き
上
げ
。

　

検
査
等
を
包
括
し
な
い
「
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅱ
）」（
３
３
３
点
／
月
１
回
）
を
新
設
（
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
場
合
は
２
９
０
点
）。
な
お
、
同
一
患

者
に
対
し
、
同
管
理
料
を
切
り
替
え
る
場
合
に
は
６

カ
月
を
あ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
管
理

料
（
Ⅱ
）
へ
の
加
算
と
し
て
、
血
糖
自
己
測
定
指
導

加
算
（
５
０
０
点
／
年
１
回
）、
外
来
デ
ー
タ
提
出

加
算
（
50
点
）
を
新
設
。

●
地
域
包
括
診
療
料
等
の
見
直
し

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
評
価
す
る
地
域
包
括
診
療

料
等
に
つ
い
て
は
、
①
介
護
支
援
専
門
員
・
相
談
支

援
員
と
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
、
②
担
当
医
が
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
、
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
実
績

医療・介護・障害の
報酬改定のポイント

2024（令和6）年度
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療
法
士
ま
た
は
言
語
聴
覚
士
が
２
人
以
上
、
専
任
の

常
勤
の
管
理
栄
養
士
が
１
人
以
上
配
置
さ
れ
て
い

る
、
③
入
院
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
で
き
る
構
造
設
備
が
あ
る
、
④
Ａ
Ｄ
Ｌ
等
の
維

持
・
向
上
、
栄
養
管
理
等
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
、
⑤
必
要
度
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
、

⑥
平
均
在
院
日
数
が
21
日
以
内
、
⑦
在
宅
復
帰
率
が

80
％
以
上
、
⑧
自
院
の
一
般
病
棟
か
ら
転
棟
し
た
患

者
割
合
が
５
％
未
満
、
⑨
救
急
搬
送
患
者
と
救
急
患

者
連
携
搬
送
料
が
算
定
さ
れ
、
他
の
医
療
機
関
か
ら

搬
送
さ
れ
た
患
者
の
割
合
が
15
％
以
上
、
等
で
あ

る
。

　

必
要
度
の
基
準
は
、①
「
Ａ
２
点
以
上
」
か
つ
「
Ｂ

3
点
以
上
」
ま
た
は
「
Ａ
３
点
以
上
」
ま
た
は
「
Ｃ

１
点
以
上
」
の
患
者
の
割
合
が
必
要
度
Ⅰ
で
16
％
以

上
、
必
要
度
Ⅱ
で
15
％
以
上
、
か
つ
、
②
入
棟
初
日

に
「
Ｂ
３
点
以
上
」
の
患
者
の
割
合
が
50
％
以
上
で

あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

初
期
加
算
（
１
５
０
点
／
１
日
に
つ
き
／
14
日
ま

で
）、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
栄
養
・
口
腔
連
携
加

算
（
80
点
／
１
日
に
つ
き
／
14
日
ま
で
）、
看
護
補

助
体
制
加
算
、
夜
間
看
護
補
助
体
制
加
算
、
夜
間
看

護
体
制
加
算
、看
護
補
助
体
制
充
実
加
算
等
を
新
設
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
見
直
し

　

入
院
期
間
に
応
じ
た
評
価
と
す
る
た
め
、
同
入
院

料
１
は
２
８
０
９
点
か
ら
２
８
３
８
点
（
40
日
以

内
）、
２
６
９
０
点（
41
日
以
上
）に
、
同
入
院
料
２

は
２
６
２
０
点
か
ら
２
６
４
９
点
、
２
５
１
０
点
に

見
直
す
。
介
護
保
険
の
訪
問
看
護
も
実
績
の
対
象
と

す
る
。
ま
た
、
在
宅
復
帰
率
等
の
対
象
患
者
か
ら
、

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
対
象
手
術
を
実
施
し
た

患
者
を
除
き
、在
宅
復
帰
率
の
計
算
方
法
を
改
め
る
。

が
あ
る
、
医
療
機
関
に
て
介
護
支
援
専
門
員
と
対
面

ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
で
の
相
談
の
機
会
を
設
け
て
い

る
、の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
等
の
要
件
を
追
加
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
を
踏
ま
え
、
地
域
包
括
診
療
加
算

１
を
25
点
か
ら
28
点
に
、
同
加
算
２
を
18
点
か
ら
21

点
に
、
認
知
症
地
域
包
括
診
療
加
算
１
を
35
点
か
ら

38
点
に
、同
加
算
２
を
28
点
か
ら
31
点
に
引
き
上
げ
。

注
目
さ
れ
る
地
域
包
括
医
療
病
棟

入
院
料
の
新
設

【
入
院
】

●
急
性
期
一
般
入
院
料
等
の
見
直
し

　

急
性
期
一
般
入
院
料
１
に
つ
い
て
、
平
均
在
院
日

数
の
基
準
を
18
日
か
ら
16
日
に
短
縮
。
ま
た
、
一
般

病
棟
用
の
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
を
次

の
通
り
見
直
し
。
①
「
創
傷
処
置
」
に
つ
い
て
、
必

要
度
Ⅰ
（
看
護
職
員
が
評
価
す
る
方
法
）
の
評
価
対

象
を
、
必
要
度
Ⅱ
（
診
療
実
績
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
評

価
す
る
方
法
）
の
評
価
対
象
と
な
る
診
療
行
為
を
実

施
し
た
場
合
と
す
る
。「
重
度
褥
瘡
処
置
」
を
評
価

対
象
か
ら
除
外
す
る
、
②
「
呼
吸
ケ
ア
（
喀
痰
吸
引

の
み
の
場
合
を
除
く
）」
に
つ
い
て
、
必
要
度
Ⅰ
の

評
価
対
象
を
必
要
度
Ⅱ
の
評
価
対
象
と
な
る
診
療
行

為
を
実
施
し
た
場
合
と
す
る
、
③
「
注
射
薬
剤
３
種

類
以
上
の
管
理
」
に
つ
い
て
、
初
め
て
該
当
し
た
日

か
ら
７
日
間
を
該
当
日
数
の
上
限
と
す
る
。
対
象
薬

剤
か
ら
「
ア
ミ
ノ
酸
・
糖
・
電
解
質
・
ビ
タ
ミ
ン
」

等
の
静
脈
栄
養
に
関
す
る
薬
剤
を
除
外
す
る
、④「
抗

悪
性
腫
瘍
剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）」
に
つ
い
て
、

対
象
薬
剤
か
ら
入
院
で
の
使
用
が
６
割
未
満
の
薬
剤

を
除
外
す
る
、⑤
「
抗
悪
性
腫
瘍
剤
の
内
服
の
管
理
」

に
つ
い
て
、
対
象
薬
剤
か
ら
入
院
で
の
使
用
割
合
が

７
割
未
満
の
薬
剤
を
除
外
す
る
、
⑥
「
抗
悪
性
腫
瘍

剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）」、「
麻
薬
の
使
用
（
注

射
剤
の
み
）」、「
昇
圧
剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）」、

「
抗
不
整
脈
薬
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）」、「
抗
血
栓

塞
栓
薬
の
使
用
」、「
無
菌
治
療
室
で
の
治
療
」
に
つ

い
て
、評
価
を
２
点
か
ら
３
点
に
引
き
上
げ
、⑦
「
救

急
搬
送
後
の
入
院
」、「
緊
急
に
入
院
を
必
要
と
す
る

状
態
」
に
つ
い
て
、
評
価
日
数
を
５
日
間
か
ら
２
日

間
に
短
縮
、
⑧
Ｃ
項
目
の
対
象
手
術
、
評
価
日
数
に

つ
い
て
、
実
態
を
踏
ま
え
て
見
直
し
、
⑨
短
期
滞
在

手
術
等
基
本
料
の
対
象
手
術
を
実
施
し
た
患
者
を
評

価
対
象
者
に
加
え
る
。

　

急
性
期
一
般
入
院
料
１
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基

本
料
７
対
１
、
専
門
病
院
入
院
基
本
料
７
対
１
に
お

け
る
該
当
患
者
の
基
準
、
割
合
の
基
準
に
つ
い
て
、

①
「
Ａ
３
点
以
上
」
ま
た
は
「
Ｃ
１
点
以
上
」
に
該

当
す
る
割
合
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
「
Ａ
２

点
以
上
」
ま
た
は
「
Ｃ
１
点
以
上
」
に
該
当
す
る
割

合
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
の
両
者
を
満
た
す
こ
と

を
施
設
基
準
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
入
院
料
等
の
施
設
基
準
に
お

け
る
該
当
患
者
割
合
の
基
準
を
見
直
す
（
２
０
２
４

年
９
月
30
日
ま
で
の
経
過
措
置
あ
り
）。

●
地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
の
新
設

　

高
齢
者
等
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

え
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、栄
養
管
理
、入
退
院
支

援
、
在
宅
復
帰
等
の
機
能
を
包
括
的
に
担
う
病
棟
の

評
価
と
し
て
、「
地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
（
３
０�

５
０
点
／
１
日
に
つ
き
／
90
日
ま
で
）」
を
新
設
。

　

主
な
施
設
基
準
は
、
①
看
護
職
員
が
10
対
１
以
上

配
置
さ
れ
て
い
る
、
②
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
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地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

障
害
福
祉
事
業
を
展
開

　
宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
あ
い
の
実（
理
事
長
：
乾
祐
子
氏
）は
、

「
人
か
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
う
通
り
に
、

人
に
も
す
る
」
と
い
う
法
人
理
念
の
も

と
、
地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
重
症
心
身
障
害
児
者
や
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
人
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
平
成
17
年

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
障
害
者
の

訪
問
介
護
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
重
度
訪
問
介
護
を
通
し
て
Ａ
Ｌ

Ｓ
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
難

病
の
利
用
者
に
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
な

か
で
、
重
い
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
接

す
る
よ
う
に
な
り
、
重
症
心
身
障
害
児

者
に
対
応
す
る
児
童
発

達
支
援
や
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
介

護
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
仙
台
市
泉

区
に
お
い
て
、
重
症
心

身
障
害
児
者
を
対
象
に

し
た
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
併
設
す
る
「
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
実
沢
」と「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
北
中
山
」

の
２
つ
の
拠
点
を
つ
く

り
、
訪
問
介
護
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
、
障

害
児
相
談
支
援
事
業
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

あ
わ
せ
た
多
機
能
事
業

所
と
し
て
運
営
。
令
和

３
年
６
月
に
は
経
営
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
、

社
会
福
祉
法
人
化
し
て
い
る
。

全
世
代
対
応
型
の

複
合
施
設
を
開
設

　
同
法
人
は
、
令
和
５
年
４
月
に
重
症

心
身
障
害
児
者
・
医
療
的
ケ
ア
児
の
た

め
の
複
合
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
西
田

中
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
を
開
設
し
て
い
る
。

　
同
施
設
は
、
重
症
心
身
障
害
児
者
対

応
の
児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
生
活
介
護
を
行
う
「
あ
い

の
実
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
を
は
じ
め
、
医

療
型
短
期
入
所
「
あ
い
の
実
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
」、
診
療
所
「
あ
い
の
実
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
を
併
設
し
た
全
世
代
対
応
型
の

複
合
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
世
代
対
応
型
の
複
合
施
設
を
開
設

し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
専
務
理
事
の
久

保
潤
一
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「
近
年
、
仙
台
市
で
は
重
症
心
身
障

重症心身障害児者・医療的ケア児
と家族の双方へのケアを提供

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基
盤の整備を支援するため、有利な条件で
の融資を行っています。今回は、その融
資制度を利用された宮城県仙台市にある

「COCOON 西田中 EAST」を取りあげ
ます。同施設は、重症心身障害児者対応
の児童発達支援、放課後等デイサービス、
生活介護などを併設した全世代対応型の
複合施設となっています。施設概要や実
践する取り組みについて取材しました。

— 宮城県仙台市・社会福祉法人あいの実 COCOON 西田中 EAST —
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施設の概要施設の概要

〒 981−3224
宮城県仙台市泉区西田中松下 23
  TEL   022 −785 −9435　
  URL   https://ainomi.com

開　　設：令和 5 年 4 月
理 事 長：乾　祐子
併設施設：あいの実ブルーベリー（生活

介護、児童発達支援、放課後
等デイサービス）、あいの実
ストロベリー（医療型短期入
所）、あいの実クリニック（医療型短期入所併設型診療所）

法人施設：�COCOON 北中山（児童発達支援、放課後等デイ、障がい児相談支援、ケアプラ
ンセンター）／ COCOON 実沢（児童発達支援、放課後等デイサービス、訪問介護）

社会福祉法人 COCOON 西田中 EASTあ い の 実
　　　　　　 　　　　

oka
WAM著作
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